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第１回犀川大橋景観検討委員会（平成 19 年 12 月 5 日）　

　２，検討対象の整理　〜架橋から現在まで〜

2-2　補修歴（色彩の変遷）
　1924（大正 13）年：竣工（当時は「ネズミ色」との文献記載あり）
　1957（昭和 32）年：横桁 11 本補修、床版補修
　1958（昭和 33）年：石川県から建設省に管理を移管
　1966（昭和41）年：塗装（薄いカーキ色）
　1967（昭和 42）年：軌道撤去、オーバーレイ、モルタルによる床版補修
　1969（昭和 44）年：載荷試験
　1975（昭和50）年：塗装（白系クリーム色）※右写真【①】
　1976（昭和 51）年：河川改修に伴う橋台補修
　1978（昭和 53）年：縦桁・排水桝取替、床版部分打換、鋼板接着、下横構ガセット部分取替
　1984（昭和59）年：塗装（黄緑色）※右写真【②】、載荷試験、鉛直材テンションバー設置、伸縮継手取替
　1993（平成05）年：塗装（青灰色系グラデーション）※右写真【③】
　　　　　　　　　　　歩道部拡幅、垂直材・格点部補強、伸縮継手取替
　1994（平成 06）年：舗装打換、パラペット拡幅、照明灯取替

2-1　形の変遷
　犀川大橋は、加賀 100 万石の藩祖・前田利
家が 1594（文禄 3）年に架けたのが最初と言
われています。当時は木橋であり、暴れ川で
ある犀川の大雨洪水にたびたび流されたよう
です。
　その後、鉄筋コンクリートとして、当時「永
久橋」として建設されました。しかし、1922（大
正 11）年 8 月、金沢測候所開設以来最大の集
中豪雨により、上流の橋が流失したことが起
因となり、落橋という不幸に見舞われました。
　そして関東大震災などの困難な時期を乗り
越え、総工費 26 万 7,290 円を投じて 1924（大
正 13）年に現在の犀川大橋の姿となりました。
本橋の形式は「鋼下路式単純曲弦ワーレント
ラス橋」という由緒ある形で、全国的に知ら
れています。

写真【①】白系クリーム色 写真【②】黄緑色 写真【③】青灰色系グラデーション


